
HTTR（高温工学試験研究炉）の
標準応答スペクトルの規制への取り入れに伴う

原子炉設置変更許可申請の補正について

HT-003-2

令和５年7月31日
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
大洗研究所 高温ガス炉研究開発センター

高温工学試験研究炉部

1



2

•2021年4月21日に、試験研究の用に供する原子炉等の位置、構造及び設備の基準に関する規則の解釈等の
一部改正（以下、「改正規則等」という）により、「震源を特定せず策定する地震動」のうち、全国共通
に考慮すべき地震動として「標準応答スペクトル」に基づく地震動の評価が新たに規制に取り入れられた。

•上記を踏まえ、標準応答スペクトルとHTTRにおける既許可の基準地震動（Ss-D、Ss-1～Ss-5）を比較し
た結果、一部の周期帯で既許可を上回ることから、標準応答スペクトルを考慮した地震動を基準地震動Ss-
6として新たに追加する変更申請を2021年11月15日に行った。

•その後、基準地震動Ss-6の策定過程や結果については、第440回核燃料施設等の新規制基準適合性に係る
審査会合（2022年5月13日）にて基準地震動Ss-6が概ね了承され、地盤の安定性評価や新知見対応（津波
評価、火山影響評価）については、第457回核燃料施設等の新規制基準適合性に係る審査会合（2022年8月
26日）にて基準地震動Ss-6が概ね了承された。

•これらの結果を受け、2023年7月11日に原子炉設置変更許可申請の補正を行った。また、添付書類八に新
たに追加する弾性設計用地震動Sd-6についても、Ss-6の補正に伴って変更する。なお、補正にあたっては、
基準地震動Ss-6の追加に伴う耐震補強工事が発生しないことを確認するとともに、技術者数や保安管理体
制等の最新情報への更新や記載の適正化を実施した。

•本資料は、基準地震動Ss-6の追加に伴うHTTRの耐震設計方針の変更がないことを示すものである。

はじめに
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【大洗研】[pSv90]新・基準地震動Ss-DH（HTTR版、700）.waz

【大洗研】[Sv90]新・基準地震動Ss-CR1NS（973）.waz

【大洗研】[Sv90]新・基準地震動Ss-CR2NS（835）.waz

【大洗研】[Sv90]新・基準地震動Ss-CR3NS（948）.waz

【大洗研】[Sv90]新・基準地震動Ss-CR4NS（740）.waz

【大洗研】[Sv90]新・基準地震動Ss-PBNS（670）.waz

M7_X10_水平_536.ACC_G_Vs=3052_d=2981_Sv90.waz

(h=0.05)
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【大洗研】[pSv90]新・基準地震動Ss-DH（HTTR版、700）.waz

【大洗研】[Sv90]新・基準地震動Ss-CR1EW（711）.waz

【大洗研】[Sv90]新・基準地震動Ss-CR2EW（761）.waz

【大洗研】[Sv90]新・基準地震動Ss-CR3EW（850）.waz

【大洗研】[Sv90]新・基準地震動Ss-CR4EW（630）.waz

【大洗研】[Sv90]新・基準地震動Ss-PBEW（513）.waz

M7_X10_水平_536.ACC_G_Vs=3052_d=2981_Sv90.waz

(h=0.05)

3

• 基準地震動Ss（基準地震動Ss-D、Ss-1～Ss-6）の応答スペクトルを示す。

NS成分 EW成分 UD成分

Ｓｓ－Ｄ 応答スペクトル手法による基準地震動
Ｓｓ－１ F３断層～F４断層による地震（短周期レベルの不確かさ，破壊開始点１）

Ｓｓ－２ F３断層～F４断層による地震（短周期レベルの不確かさ，破壊開始点2）
Ｓｓ－３ F３断層～F４断層による地震（短周期レベルの不確かさ，破壊開始点3）
Ｓｓ－４ F３断層～F４断層による地震（断層傾斜角の不確かさ，破壊開始点3）
Ｓｓ－５ 2011年東北地方太平洋沖型地震（SMGA位置と短周期レベルの不確かさの重畳）
Ｓｓ－６ 標準応答スペクトルを考慮した地震動
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【大洗研】[pSv90]新・基準地震動Ss-DV（HTTR版、500）.waz

【大洗研】[Sv90]新・基準地震動Ss-CR1UD（474）.waz

【大洗研】[Sv90]新・基準地震動Ss-CR2UD（436）.waz

【大洗研】[Sv90]新・基準地震動Ss-CR3UD（543）.waz

【大洗研】[Sv90]新・基準地震動Ss-CR4UD（405）.waz

【大洗研】[Sv90]新・基準地震動Ss-PBUD（402）.waz

Ss_鉛直_M7_X10_4.ACC_G_Vp=5750_d=2981_pSv90.waz

(h=0.05)

HTTRにおける基準地震動の応答スペクトル



基準地震動
最大加速度（cm/s2）

NS成分 EW成分 UD成分

Sｓ-D 応答スペクトル手法による基準地震動

700 500

Sｓ-１
F３断層～F４断層による地震
（短周期レベルの不確かさ，破壊開始点１）

973 711 474

Sｓ-２
F３断層～F４断層による地震
（短周期レベルの不確かさ，破壊開始点２）

835 761 436

Sｓ-３
F３断層～F４断層による地震
（短周期レベルの不確かさ，破壊開始点３）

948 850 543

Sｓ-４
F３断層～F４断層による地震
（断層傾斜角の不確かさ，破壊開始点３）

740 630 405

Sｓ-５
2011年東北地方太平洋沖型地震
（SMGA位置と短周期レベルの不確かさの重畳）

670 513 402

Sｓ-６ 標準応答スペクトルを考慮した地震動

827 591
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• 基準地震動Ss※の最大加速度の一覧を示す。
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※表中のグラフは各基準地震動Ssの加速度時刻歴波形（縦軸：加速度[cm/s2]，横軸：時間[s]）
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図　 グラフ 2 - Ss_鉛直_M7_X10_4.ACC_G_Vp=5750_d=2981_.waz
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図　 グラフ 2 - M7_X10_水平_536.ACC_G_Vs=3052_d=2981_.waz

827

HTTRにおける基準地震動の加速度時刻歴波形
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•既許可における耐震設計については、基準地震動Ssの策定、基準地震動Ssによる支持地盤の安定性、原子
炉建家入力地震動の評価に加え、基準地震動Ss等に対する耐震設計方針を記載している。

•耐震設計方針の記載は、基準地震動Ss-6を追加した場合であっても、耐震Sクラスに対する耐震設計方針
である「基準地震動による地震力に対して安全機能が保持できる設計とする」「弾性設計用地震動による
地震力は、Sクラスの施設に適用する」という耐震設計方針に変更はない。既許可の本文及び添付書類八
に記載している耐震設計方針（基準地震動Ss及び弾性設計用地震動Sdに係る記載等）を参考資料に示す。

•基準地震動Ss-6の追加に伴うSクラス施設・設備への影響については、後段規制である設計及び工事の計
画の認可申請書(以下、「設工認」という。)にて耐震安全性に係る評価結果を示す。なお、既に設工認の
耐震評価を行い、補強等の工事が不要であることを確認している。

改正規則等への適合性を踏まえた耐震設計方針について
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•本文：試験研究の用に供する原子炉等の設置、運転等に関する規則の改訂に伴う、「最高燃焼度」に係る
記載位置の変更（規則の並びとの整合）
•添付書類五：技術者数等の情報を最新に更新
•添付書類八：設計の詳細に当たる内容の記載削除（2022年10月31日に認可を受けたHTTRに関する設工認
［２次ヘリウム循環機回転数制御装置の更新］に係る審査内容への対応(１次系、２次系ともに対応)）

•添付書類十一：品質管理に必要な体制を、最新の保安規定に合わせて更新

その他：記載の適正化
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・Sクラスの施設は、基準地震動による地震力に対して安全機能が保持できる設計とする。また、弾性設計
用地震力による地震力又は静的地震力のいずれか大きい方の地震力におおむね弾性状態に留まる範囲で耐
えられる設計とする。なお、基準地震動及び弾性設計用地震動による地震力は、水平2方向及び鉛直方向
について適切に組み合わせて算定するものとする。

・Bクラス施設のうち、共振のおそれのある施設については、弾性設計用地震動に2分の１を乗じた地震力
によりその影響についての検討を行う。

・耐震重要施設が、耐震重要度分類の下位のクラスに属する施設の波及的影響によって、その安全機能を
損なわない設計とする。

・耐震重要施設については、最新の科学的・技術的知見を踏まえ、敷地及び敷地周辺の地質・地質構造、
地盤構造並びに地震活動性等の地震学及び地震工学的見地から想定することが適切な地震動、即ち添付書
類六「5．地震」に示す基準地震動による地震力に対して、安全機能が損なわれることがないように設計
する。

参考資料
原子炉設置変更許可申請書の本文及び添付書類八における耐震設計方針の記載
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